
　

は
じ
め
に

　

う
る
ま
市
に
は
、
平
安
名
地
名
が
あ
り
、

平
安
名
姓
も
あ
る
。
平
安
名
は
、
沖
縄
県
内

で
は
ご
く
あ
た
り
ま
え
の
名
称
だ
が
、
他
府

県
の
人
に
と
っ
て
は
、
ヘ
ン
ナ
名
称
に
感
じ

る
ら
し
い
。
私
の
友
人
に
平
安
名
さ
ん
が
数

名
い
る
が
自
ら
名
乗
る
と
き
は
「
ヘ
ン
ナ
お

じ
さ
ん
で
す
」
と
い
っ
て
周
囲
を
和
ま
せ
て

い
る
。
そ
れ
か
ら
す
る
と
珍
し
い
姓
で
あ
っ

て
も
決
し
て
ヘ
ン
ナ
姓
で
は
な
く
「
平
安
」

を
も
た
ら
す
姓
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
こ
れ

を
ヘ
ン
ナ
風
に
受
け
取
る
人
が
ヘ
ン
で
あ
る
。

　

平
安
名
の
位
置
と
歴
史

　

平
安
名
は
、
勝
連
半
島
の
ほ
ぼ
中
央
部
に

位
置
し
、
現
在
の
集
落
は
県
道
８
号
線
の
両

サ
イ
ド
に
沿
う
よ
う
に
広
が
る
。
南
は
中
城

湾
に
臨
み
、
北
方
は
屋
慶
名
と
接
し
、
金
武

湾
を
眺
望
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

平
安
名
貝
塚
は
、
南
方
の
中
城
湾
を
臨
む

丘
陵
斜
面
に
形
成
さ
れ
た
貝
塚
時
代
（
前
期

〜
中
期
）
の
も
の
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

　

比ひ
ど
ぅ
ん殿
ワ
イ
ト
ゥ
イ
は
平
安
名
の
集
落
か
ら

通
ず
る
断
崖
を
割
り
と
っ
て
昭
和
７
年
か
ら

３
年
の
歳
月
を
か
け
て
昭
和
10
年
に
完
成
さ

れ
た
。
地
元
住
民
の
誇
る
歴
史
的
な
遺
産
と

し
て
中
城
湾
側
に
記
念
碑
が
残
る
。

　

ま
た
、
人
材
も
豊
富
で
こ
れ
ま
で
多
く
の

勝
連
の
歴
代
首
長
を
は
じ
め
、
政
界
、
教
育
界
、

経
済
界
な
ど
に
多
く
の
有ゆ
う
い為
な
人
材
を
輩
出

し
て
い
る
。
特
に
一
字
か
ら
医
者
が
20
名
ち

か
く
も
出
て
い
る
こ
と
は
特
筆
さ
れ
る
。

　

平
安
名
地
名
を
考
え
る

　

平
安
名
の
地
名
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な

説
が
あ
る
。

q
「
蛇
・
パ
オ
」
説

　

宮
古
の
平
安
名
崎
に
つ
い
て
は
「
ヘ
ン
ナ

ザ
キ
」
と
は
い
っ
て
も
、今
も
方
言
で
は
「
ピ
ャ

ウ
ナ
・
ザ
キ
」
で
あ
り
、「
ピ
ャ
ウ
」
は
パ
ウ
、

蛇
の
意
で
あ
る
。
東
・
西
と
も
に
そ
の
形
態

は
蛇
に
類
似
し
て
い
る
。「
ナ
」
は
地
理
的
空

間
を
示
す
接
尾
語
で
あ
ろ
う
（『
地
名
を
歩
く
』

〈
仲な
か
そ
ね

宗
根
將ま
さ
じ二
・
ボ
ー
ダ
ー
イ
ン
ク
〉）。
い
わ

ゆ
る
、
東
平
安
名
崎
・
西
平
安
名
崎
の
形
状

か
ら
き
た
「
蛇
」
説
で
あ
る
。

w
「
半
島
・
岬
」
説

　
『
平
安
名
字
誌
』
は
、
平
安
名
の
名
称
に
つ

い
て
『
沖
縄
地
名
考
』〈
奥お
く
だ
ら

田
良
寛か
ん
し
ゅ
ん春
著
〉

か
ら
引
用
し
て
い
る
。
そ
の
要
旨
を
述
べ
る

と
「
ヘ
ン
ナ
地
名
は
、
半
島
に
密
接
な
関
係

が
あ
る
。
宮
古
島
の
東
ヘ
ン
ナ
岬
、
西
ヘ
ン

ナ
岬
、
ヘ
ン
ナ
湾
、
ヘ
ン
ナ
邑む
ら

、
八
重
山
の

ヘ
ン
ナ
岳
、
ヌ
バ
ン
崎
、
ヘ
ン
ナ
崎
、
沖
縄

島
の
ヘ
ン
ナ
邑む
ら

、
パ
ン
崎
、
東
ヘ
ナ
崎
、
辺

野
古
崎
、
久
米
島
の
ハ
ン
ニ
崎
、
以
上
多
く

の
地
名
が
半
島
又
は
岬
に
つ
く
地
名
に
な
っ

て
い
る
。」

　

両
説
は
そ
の
形
状
や
位
置
な
ど
か
ら
「
ヘ

ン
ナ
」の
地
名
を
説
い
て
い
る
。
宮
古
の「
ピ
ャ

ウ
ナ
・
平
安
名
」
は
現
在
廃
村
と
な
っ
て
い

る
が
、
保ほ

ら良
の
隣
村
に
あ
っ
た
。
こ
こ
は
、

東
平
安
名
岬
の
基
部
の
傾
斜
地
に
あ
っ
て
、

ヘ
ン
ナ
崎
、
ヘ
ン
ナ
湾
も
こ
の
「
ヘ
ン
ナ
村
」

に
よ
っ
て
名
称
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ

ま
り
、
ヘ
ン
ナ
岬
は
ヘ
ン
ナ
村
の
先
に
あ
る

岬
と
解
さ
れ
る
。
ハ
ン
ナ
岳
も
伊い
ば
る
ま

原
間
湾
を

見
下
ろ
す
中
央
の
山
で
あ
る
。
辺
野
古
も
辺

野
古
崎
の
根
元
に
位
置
し
、
旧
集
落
は
辺
野

古
川
右
岸
の
丘
陵
上
に
あ
っ
た
。
ま
た
本
市

の
平
安
名
貝
塚
も
勝
連
半
島
の
先
（
岬
）
と

い
う
よ
り
ほ
ぼ
中
央
の
傾
斜
地
に
位
置
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
し
て
「
蛇
」
説
や
「
半

島
・
岬
」
説
は
説
得
力
に
弱
い
。
県
内
の
他
の

ヘ
ン
ナ
系
地
名
と
思
わ
れ
る
も
の
を
み
る
と

・
本
部
ナ
ー
ク
ニ
ー
で
知
ら
れ
る
「
辺へ

な

じ

名
地
」

は
、
本
部
半
島
八
重
岳
か
ら
連
な
る
西
部

の
丘
陵
地
に
あ
る
。

・ 

国
頭
村
辺べ

の

き

野
喜
に
「
辺へ
ん
な
ば
る

奈
原
」
が
あ
る
。

こ
こ
は
辺
野
喜
川
下
流
、
集
落
に
入
る
右

手
の
急
傾
斜
地
一
帯
に
な
っ
て
い
る
。

・
本
市
の
字
平
安
名
と
字
南
風
原
と
の
境
界
に

「
潮ス
イ
ナ
バ
ル

辺
名
原
」
が
あ
る
。
こ
の
「
辺
名
」
は

平
安
名
と
同
義
で
あ
り
「
潮
」、
つ
ま
り
海

岸
よ
り
の
ヘ
ン
ナ
と
い
う
意
味
で
こ
こ
も

傾
斜
地
に
な
っ
て
い
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
ヘ
ン
ナ
は
、
傾
斜
地
に

つ
け
ら
れ
た
地
名
で
、
平
安
名
貝
塚
一
帯
の

傾
斜
地
に
住
ん
で
い
た
平
安
名
の
先
人
た
ち

が
、
農
耕
生
活
や
人
口
の
拡
大
に
よ
っ
て
耕

地
と
水
を
求
め
て
、
現
在
の
宮
平
嶽
や
ウ
ー

ブ
嶽
周
辺
に
移
動
し
、
定
住
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。

　

平
安
名
は
、
そ
の
音
韻
か
ら
古
い
記
録
（
尚
真

王
代
）
に
「
皮ひ
あ
ん
な
揚
名
」「
斐ひ
あ
ん
な

揚
那
」
と
書
か
れ
て

い
た
が
、
17
世
紀
前
半
（
琉
り
ゅ
う
き
ゅ
う
こ
く
た
か
き
わ
め
ち
ょ
う

球
国
高
究
帳
）

に
平
安
名
と
記
録
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

平
安
名
の
語
源
は「
邊へ
ん
な名
」で
あ
り
、意
味
は「
傾

斜
地
の
周
辺
に
あ
る
と
こ
ろ
」
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

う
る
ま
市
地
名
散
歩 
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